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古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

狛江通り

（単位：百万円） ■一般財源における財政フレーム
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１５，５４２１５，２３７１５，４５９１６，６４８歳　 入

現　 状 １７，１４１１７，００４１６，９６１１６，６４８歳　 出

△１，５９９△１，７６７△１，５０２０収　 支

△２６２△７０△２２３－組織のスリム化
行動計画
に よ る
対 策

△２２２△２２２△２２５－事業のスリム化

△６０８△５４５△４２７－収 支 均 衡 型
財 政 へ の 転 換

△１，０９２△８３７△８７５△３００合　 計

６２５６３８６２７１００資 金 手 当 の 活 用

１１８△２９２０４００行動計画実施後の収支
※平成１６年度の対策合計額は、歳出抑制による効果です。
※平成１８年度の行動計画実施後の収支不足額は、歳出抑制や予算編成の中で解消を図
れるよう検討します。
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　「行財政基盤確立のための緊急行動計画」は、市の財政面で最も厳し
いと予想される平成１７年度から１９年度までの３年間の緊急財政対策
として、「組織のスリム化」、「事業のスリム化」、「収支均衡型財政への転
換」の３つの方針を柱に、平成１６年１０月に策定しました。
　その後、計画策定当初に比べ、平成１７年度地方財政計画の全容がよ
り明らかになったことを踏まえ、さらに具体的な計画とするため、新
年度予算編成の過程で予算との整合性を図り、内容や目標設定の見直
しを行いました。その結果、平成１７年度の行動計画による効果は、策
定当初に算出した７億１，３００万円と比べ、１億６，２００万円増加し、
８億７，５００万円となりました。
　これに６億２，７００万円の資金手当を合算すると、平成１７年
度の財源対策の総額は、１５億２００万円となります。
　なお、「行財政基盤確立のための緊急行動計画 （第一次
修正版） 」は、市役所４階の企画調整課にて無料で配布し
ています。また、市ホームページでもご覧いただけます。
〔問い合わせ〕企画調整課・財政課



広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日　�
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計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名
１９年度１８年度１７年度

５年間で１０５人の退職者不補充を行う（３
年間の定年退職者４７人）。そのための組
織整備を行う。

△ ２５８,０００△ ７４,０００△ ２１０,０００退職者不補充に対
する具体的対応策

固定的な超過勤務を抑制し、効率的な行
政運営を確保するため部内応援体制を制
度化する。

－－－部内相互応援体制
の制度化

一般作業の業務内容等の見直しにより効
率的な体制づくりを進める。－－－技能労務職の配置

体制の検討
公設民営化等を含めた保育所のあり方を
検討－－－保育所のあり方に

関する検討
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定年退職者等不補充の補完措置として多
様な雇用形態による職員体制を進める。退職者不補充に対する具体的対

応策に含む。

多様な雇用形態の
検討

再任用職員の定数内配置。再任用職員の
選考審査会による選考

再任用制度の見直
し

��������

職場内研修を主として、従来の人材育成基
本方針を見直し、効果的な人材育成を図る。－－－人材育成方針の改

訂
一部研修の凍結および研修負担金の見直
し。庁内講師の活用による研修の実施の
検討

△ １,７９６△ １,７９６△ １,７９６職員研修の見直し
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施設の効用を最大限に発揮するために指
定管理者制度を積極的に活用－－－指定管理者制度の

導入
庁用バス運行委託化および３号該当運行
の廃止（職員数減分も含む）

△ ７,５３２△ ７,５３２△ ４,７４４庁用バスの全面委
託

市内防犯パトロールに代わる市民主体に
よる安全対策の促進

５００５００２,０００市民主体の安全対
策
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職員の５８歳昇給停止を５５歳昇給停止に
引き下げる。

△ ５,９００△ ６,６００－５５歳昇給停止の導
入

平成１６・１７年度の２カ年、職員給料２％と
管理職手当１０％減額を実施退職者不補充に対する具体的対

応策に含む。

職員給料および管
理職手当の減額

市長、収入役、教育長の給与減額の継続特別職給与の減額
体育指導委員の報酬を日額から月額に改
正

△ １,１４８△ １,１４８△ １,１４８体育指導委員報酬
の見直し
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慶弔費の見直し等、総額の抑制△ １,０１３△ １,０１３△ １,０１３交際費の見直し
公共工事の入札・契約の適正化のために改
善策に取り組む。電子入札の円滑な導入委託仕様の見直しに含む。契約事務の見直し

職員に対する被服貸与の一定期間の凍結△ ４,５８３△ ４,５８３△ ４,５８３被服貸与の一部凍結

事業者負担率の見直し（５/１０００→１/１０００）△ １０,８０８△ １０,８０８△ １０,８０８職員福利厚生費補助
金の見直し

ＩＴ化により税業務の正確性・迅速性を
確保し、人的作業（経費）の縮減を図る。

２８,８４６３６,４２６９,４８２税総合システムの
導入
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計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名
１９年度１８年度１７年度

所得制限の導入、新入園支度金の増額△ １１,７２８△ １１,７２８△ １１,７２８私立幼稚園等園児
保護者負担軽減

平成１７年１０月から未就学児の所得制限
を撤廃

１３,３０９１３,３０９３,９３３乳幼児医療費助成

宿泊利用限度３泊を２泊に短縮。契約施設
の整理

△ １,４７２△ １,４７２△ １,４７２市民保養施設利用
助成事業

新規融資の凍結△ ６７△ ６７△ ６７住宅資金融資

市単独上乗せ補助の整理△ ３２２△ ３２２△ ３２２
重度身体障害者
（児）住宅設備改善
費給付事業

各種同種事業の整理。フリーハンディタク
シーの廃止。福祉タクシー券の充実。ガソ
リン費助成の縮減

△ ３,５６３△ ３,５６３△ ３,５６３障害者の移送サー
ビス

一部用具基準額上乗せの解消。自己負担
額助成への所得制限見直し

△ ３５２△ ３５２△ ３５２
重度心身障害者
（児）日常生活用具
給付等

おむつ貸与・助成事業を介護用品事業に
統合し、現物支給方式に変更

△ ４,０５０△ ４,０５０１,６１２家族介護用品支給
等

通所入浴サービスを廃止し、訪問入浴へ統
合。入浴券交付枚数の変更（月８枚→４枚）

△ ５,３６１△ ５,３６１△ ５,３６１入浴サービス

自己負担額助成への所得制限見直し△ ２,４４９△ ２,４４９△ ２,４４９補装具交付・修理

所得制限の導入△ １,１５２△ １,１５２△ １,１５２
心身障害児通園児
童保護者負担軽減
助成

７５歳以上節目支給に変更 (７７歳、８８歳、９９
歳、１００歳以上 )

△ ３６,９９３△ ３６,９９３△ ３６,９９３敬老金

老人福祉センター浴室の開放日の変更
（月３０日→１５日）（効果額には、光熱水費
を含む）

△ ５,２０６△ ５,２０６△ ５,２０６老人福祉センター
浴室開放

高齢者への助成については、国制度の廃
止に伴い市上乗せ分の廃止、障がい者に
ついては一部継続

△ ９,１４４△ ９,１４４△ ９,１４４介護保険導入等に
伴う一部負担軽減

社協・笑顔サービスへ受け皿を転換、制度
を廃止

△ ７０５△ ７０５△ ７０５生活支援ヘルパー

制度の廃止△ １３８△ １３８△ １３８かかりつけ歯科医
定着促進事業

基本健康診査診療単価の引き下げにより、
受診枠の拡大（平成１７・１８年度各１，０００人
増）

０００健康診査

月～土曜日夜間（午後７時～９時）および
日曜日（午後５時～７時）を３年間休止△ ８７７△ ８７７△ ８７７岩戸児童センター

遊戯室夜間開放
子育てひろばを凍結、学童保育所の午前
中開放の試行△ ４７５△ ４７５△ ４７５子育てひろば

計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名
１９年度１８年度１７年度

重複支給の整理等（生保夏冬見舞金、理美
容サービス、老人福祉電話）を行い、生活
保護制度基準内で対応する。

△ ８,３５９△ ８,３５９△ ８,３５９生活保護世帯見舞金
等

施設入所者および新規認定時６５歳以上
の廃止。市上乗せ分の廃止

△ １１,５７０△ １１,５７０△ １１,５７０心身障害者福祉手
当

第三者評価も踏まえて放課後児童健全育
成のあり方を検討－－－放課後児童健全育

成事業等
スズメ蜂を除き宅地内の蜂の巣駆除の廃止△ ５７８△ ５７８△ ５７８蜂の巣駆除
補助枠の拡大（５０台→１００台）。限度額の
引き下げ（２万５,０００円→１万８,０００円）

５５０５５０５５０生ごみ処理機購入
費補助

ビン・缶リサイクルセンターでの処理を実施△ ８，５５０△ ８，５５０△ ８，５５０ペットボトル減容
講師謝礼の廃止△ ４０△ ４０△ ４０環境講演会
園芸講習会の一時中止。緑化相談はボラ
ンティアにて実施

△ １３３△ １３３△ １３３園芸講習会

環境週間行事の実施方法の見直し△ ６２０△ ６２０△ ６２０環境学習事業
公園清掃等の委託内容見直しとごみ箱撤去△ ２３,７０９△ ２３,７０９△ ２３,７０９公園等清掃
電力研究所西交差点から東側の整備凍結。
新たな国や都の補助制度を検討

△ １,２３８△ １,２３８△ １,２３８調布都市計画道路
３・４・１６号線整備

就学援助費支給基準である所得に乗じる
係数の変更（係数１.５→１.１）

△ ７,３９９△ ７,３９９△ ７,３９９就学援助

長期休業期間の子どもフリープレイの休
止

△ ４,８２１△ ４,８２１△ ４,８２１子どもフリープレイ
事業

効果的・効率的な事業展開を図るため、１８
事業を１２事業に統廃合

△ １,８３０△ １,８３０△ １,８３０公民館事業
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社会福祉協議会に経営改善を依頼、運営
費助成等の縮減を図る。

△ ４８,０００△ ４８,０００△ ４７,７６２社会福祉協議会へ
の改革要請

こまえ苑に経営改善を依頼、運営費助成
等の縮減を図る。

△ １４,０００△ １４,０００△ １３,７０７狛江福祉会こまえ
苑への改革要請

シルバー人材センターに経営改善を依頼、
運営費助成等の縮減を図る。

△ ３,０００△ ３,０００△ ２,６４７シルバー人材セン
ターへの改革要請

文化振興事業団に経営改善を依頼、運営
費助成等の縮減を図る。

△ １８,０００△ １８,０００△ １７,９５７文化振興事業団へ
の改革要請
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プランから運動施設配置計画を除き、その
他の事業の実施年度および財源を見直す。－－－まちづくり総合プラ

ンの見直し
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計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名
１９年度１８年度１７年度

平成１７年度予算要求から各部に対して枠
配当を実施－－－枠配当予算編成の

実施
平成１６年度中にバランスシート、行政コ
スト計算書、キャッシュ・フロー計算書
作成。１８年度セグメントバランスシート、
連結バランスシート試行

－－－新たな財務諸表の
作成
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財産調査・滞納処分の強化。徴収率を現年
０.３％、滞納２.０％の向上を目指す。

＋４０,０００＋２５,０００＋１３,０００市税徴収業務の強
化

未申告者の追及の徹底。法人実態調査の
実施－－－市民税課税客体の

把握
保育料、育成料等の収入未収金の徴収を
強化

＋７００＋５００＋３１７税外収入（未収金）
の徴収強化
��������	


住居表示街区案内板（市内４０カ所）更新
時に広告を掲載。広告料年間５万円

＋３００＋２００＋１００住居表示街区案内
板の広告掲載

年間使用回数に応じて団体４００円～３万
円、個人１,０００円～２,０００円

＋７８９＋７８９＋７８９
あいとぴ あセン
タープール使用料
の導入

事業受託者が利用者負担として、預かり金
制度を導入（月額３,０００円）。事業運営委託
料減

委託仕様の見直しに含む。
重度身体障害者通
所訓練事業（ポン
テ）利用料の導入

健康セミナー参加使用料導入（週１：５,０００
円、週２：１万円）。個人利用料１回２００円→
３００円に改正

＋４,２５２＋４,２５２＋４,２５２健康増進室使用料
の見直し

指定袋制で平成１７年９月実施。家庭：５�
１０円、１５�３０円、３０�６０円、４５�９０円、
中小事業者：３０�１６６円、４５�２５０円

＋１３０,０００＋１３０,０００＋７９,７００ごみの有料化

公共利用不可能な水路敷き跡地を売却＋４８,０００＋４８,０００＋４８,０００水路敷き跡地の売
却
���������	
��


使用料・手数料の算出に関する統一基準
を作成し、適正化を図る。

＋２９,２００＋２９,２００＋１６,６００

使用料・手数料の適
正化

公共施設にある自動販売機の設置に係る
基準を作成。適正な料金を徴収

自動販売機に係る
施設使用料の適正
化

光熱水費等実費相当分の利用者負担地域・地区センター
使用料の見直し

撮影や興行利用の公園使用料を改定公園使用料の見直し

社会教育登録団体に対する使用料の徴収学校施設使用料減
免基準の見直し

体育施設使用料の改定。利用時間設定の
変更

体育施設使用料の
見直し

中央公民館の目的外使用料、光熱水費等
実費相当分の利用者負担

公民館使用料の見
直し

平成１８年所得税定率減税の廃止による
自然増。保育料改定の検討

＋１３,０００＋６,５０００保育料の改定

育成料の見直しを検討－－－学童保育育成料の
見直し

��������

補助金検討委員会を設置し、第三者によ
る交付のルール化を図る。

△ ３７,５００△ ３７,５００△ ３７,５００補助金の見直し

負担金の必要性を精査し、見直しを図る。△ ９,２７５△ ９,２７５△ ９,２７５負担金の見直し

���������	
��
�����

平成１７年度に国民健康保険税率の改定。
受益者負担の原則、会計独立の原則に立
ち赤字解消を図る。

０００国民健康保険税率
の改定

経費節減や収支の改善等により繰出金を
縮減

△ ４２,０００△ ４０,０００△ ４８,４００下水道会計への繰
出金の抑制

経営改善を図り、一般会計の貸付金の抑
制を図る。

△ ３,３９３△ ３,３９３△ ３,３９３狛江駅北口地下駐
車場の経営改善

���������

総合管理委託等の委託仕様を見直し、経
費節減に努める。

△ ２５０,０００△ ２１０,０００△ １６６,０００委託仕様の見直し

●表の見方●
　各年度の効果額は平成１６年度当初予算額からの一般財源ベースの効果額を示
します。また、効果額のうち歳入増になるものには「＋」を表示し、算出でき
ない計画には「－」としています。
　なお、表中網掛けをしているものは、新規の個別計画です。



■学校施設（現行無料）       〔担当課〕社会教育課〔実施日〕１０月１日

使　用　料区　分名　　称
７００１時間につき－各小中学校体育館

１，２００１時間につき一 般 の 団 体各小中学校グランド ４００１時間につき中学生以下の団体

　���������	
��

���������������
�����������	
��
���������������

��������	
��
��	�������������
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日

■体育施設　　　　　　　　      　〔担当課〕体育課〔実施日〕１０月１日

使　用　料区　分名　　称

１，２００１区分（２時間４５分）につき現 行
－西和泉体育館 １，４００１区分（２時間１５分）につき改定後

６００１面１時間につき現 行
一 般元和泉テニスコート

東野川テニスコート
７００１面１時間につき改定後
３００１面１時間につき現 行

中 学 生 以 下
４００１面１時間につき改定後

１，０００１時間につき現 行
一 般

狛江市民グランド １，２００１時間につき改定後
３００１時間につき現 行

中 学 生 以 下
４００１時間につき改定後

１，０００１時間につき現 行
一 般

西和泉グランド １，２００１時間につき改定後
３００１時間につき現 行

中 学 生 以 下
４００１時間につき改定後

１，０００１時間につき現 行
一 般

ふれあい広場
１，２００１時間につき改定後
３００１時間につき現 行

中 学 生 以 下
４００１時間につき改定後

ただし、個人開放は無料とします。
２００２時間まで（コインロッカー含）現 行

一般（市内）

狛江市民プール

２５０２時間まで（コインロッカー含）改定後
　　　　－現 行

一般（市外）
５００２時間まで（コインロッカー含）改定後
５０２時間まで（コインロッカー含）現 行

中 学 生 以 下
１００２時間まで（コインロッカー含）改定後

■あいとぴあセンター（現行無料、健康増進室のみ１回２００円）　　
      　　〔担当課〕健康課〔実施日〕１０月１日（健康増進室のみ４月１日）

午後６ 時～９時 ３０分午後１時～５時午前９時～正午

改定後改定後改定後
２５０３００  ２００Ｂ１ボランティア室
２５０３００  ２００３Ｆ陶芸室
２５０ ３００  ２００２Ｆ研修室Ａ
３５０４００  ３００２Ｆ研修室Ｂ
３５０４００  ３００２Ｆ研修室Ｃ
３５０４００  ３００４Ｆ創作室
３５０４００  ３００２Ｆ会議室
３５０４００  ３００３Ｆ団体会議室
３５０４００  ３００４Ｆ会議室
３５０４００  ３００３Ｆボランティア室

１，１００１，２００  １，０００４Ｆ料理実習室
７００８００  ６００４Ｆ講座室

１，５００Ｂ１大和室
改定後　１回の使用につき３００１Ｆ健康増進室

３５０４００  ３００３Ｆ会議室

■障害者福祉センター （プール）〔担当課〕社会福祉課 〔実施日〕４月１日

４１回以上
２７回以上
４０回まで

１３回以上
２６回まで

８回以上
１２回まで

７回以下
１回あたり

１回の使用時間区分

１０，０００８，０００５，６００３，０００４００１時間以下

団体
１５，０００１２，０００８，４００４，５００６００ １時間超１時間３０分以下
２０，０００１６，０００１１，２００６，０００８００ １時間３０分超２時間以下
２５，０００２０，０００１４，０００７，５００１，０００ ２時間超２時間３０分以下
３０，０００２４，０００１６，８００９，０００１，２００ ２時間３０分超３時間以下

２，０００１，０００ ３時間以内個人
▽１回の使用時間は、３時間を限度とします。
▽ 団体区分の７回以下は１回あたりの金額、８回以上からと個人区分は年間の金額となります。

■市民総合体育館　　　　　　　　〔担当課〕体育課〔実施日〕１０月１日

改定後現　　　　行

全日
午前９時～

午後９時

一区分

２時間１５分

全日
午前９時～

午後９時

午後６時３０分～

９時

午後４時～

６時３０分

午後１時３０分～

４時

午前１１時３０分～

午後１時３０分

午前９時～

１１時３０分

使用時間

名　称

２６，０００５，２００２１，２００４，４００４，４００４，４００３，６００４，４００全面使用第 １ 
体育室貸　

切　

使　

用

１３，０００２，６００１０，６００２，２００２，２００２，２００１，８００２，２００１/２使用
８，０００１，６００５，８００１，２００１，２００１，２００１，０００１，２００第２体育室
５，０００１，０００２，９００６００６００６００５００６００第３体育室
５，５００１，１００３，９００８００８００８００７００８００第１格技室
５，５００１，１００３，９００８００８００８００７００８００第２格技室
５，０００１，０００７，８００１，６００１，６００１，６００１，４００１，６００会議室 （全室）
４，０００８００５，８００１，２００１，２００１，２００１，０００１，２００和　室 （全室）

（市内）２５０
２００２００２００１５０２００大人

第１体育室
第２体育室
第３体育室
第１格技室
第２格技室
ランニング
走路
トレーニング
室
 （中学生以  
  下を除く）

個　

人　

使　

用

（市外）５００

１００５０５０５０４０５０
小人
（中学生
   以下） 

■地域・地区センター（現行無料） 〔担当課〕市民協働課〔実施日〕１０月１日

午後６ 時～９時 ３０分午後１時～５時午前９時～正午
改定後改定後改定後

２５０３００２００小会議室

野　

川

地　

域　

セ　

ン　

タ　

ー

３５０４００３００音楽室
７００８００６００料理実習室※１
３５０４００３００創作室※２
３５０４００３００和室
５５０６００５００大会議室
７００８００６００ホール
２５０３００２００音楽室

上　

和　

泉

７００８００６００料理実習室※１
３５０４００３００創作室
４５０５００４００講座室
４５０５００４００集会室
７００８００６００和室１階
７００８００６００和室２階
３５０４００３００和室Ａ（２１畳）

岩　

戸

２５０３００２００和室Ｂ（２０畳）
７００８００６００料理実習室※１
７００８００６００会議室
２５０３００２００会議室

南　

部

２５０３００２００和室（２１畳）
２５０３００２００和室（舞台付１８畳）
７００８００６００料理実習室※１
３５０４００３００講座室
７００８００６００多目的ホール
２００２５０１５０和室（舞台付２１畳）駄

倉地　

区　

セ　

ン　

タ　

ー

２００２５０１５０ホール
１００１５０１００ホール和　

泉

多
摩
川 １００１５０１００洋室

１００１５０１００会議室Ａ
根
川

１００１５０１００会議室Ｂ
２５０３００２００和室（舞台付２４畳）
４００４５０３５０多目的ホール
２００２５０１５０和室

谷
戸
橋

２５０３００２００多目的室
２００２５０１５０会議室１
２００２５０１５０会議室２

▽上和泉地域センター体育館は、午前９時～午後６時３０分の時間帯は１スパン（２時間）
１，０００円、午後７時～９時３０分は１，２００円となります。
▽※１で会議のみの場合と、※２で陶芸窯を同時使用の場合は半額となります。

■公民館（現行無料）　　　　　　 〔担当課〕公民館〔実施日〕１０月１日

午後６ 時～９時 ３０分午後１時～５時午前９時～正午
改定後改定後改定後

１００１００１００暗室

中
央
公
民
館

２５０３００２００第３会議室
３５０４００３００第１会議室
３５０４００３００第２会議室
３５０４００３００和室
９００１，０００８００料理実習室※１
４５０５００４００美術工芸室※２
７００８００６００視聴覚室
７００８００６００第４会議室
７００８００６００講座室

１，１５０１，３００１，０００ホール
１００１００１００暗室

西
河
原
公
民
館

２５０３００２００リハーサル室
２５０３００２００茶室
３５０４００３００学習室�
７００８００６００料理実習室※１
３５０４００３００学習室�
４５０５００４００和室
４５０５００４００視聴覚室
５５０６００５００学習室�
５５０６００５００生活工芸室

１，５００１，７００１，３００多目的ホール
▽※１で会議のみの場合と、※２で陶芸窯を同時使用の場合は半額となります。

��������	 ������

担 当 課会　 場日　 　 時施 設 名

 市民協働課

野川地域センター午後２時から３月１５日�

地域・地区センター
上和泉地域センター午後２時から

３月１２日�
岩戸地域センター午後７時から
南部地域センター午前１０時から３月１５日�

公民館

 � （３４８０） ３２０１

中央公民館
午後２時から３月３日�

中央公民館

西河原公民館
午後７時から３月４日�

西河原公民館
午後３時から
午後７時から

３月１１日�

社会福祉課
あいとぴあセンター

午後２時から３月２日�障害者福祉センター
（プール）

健康課
 � （３４８８） １１８１

午後２時から
３月１４日�あいとぴあセンター

午後７時から
体育課
 � （３４３０） １１４１４階特別会議室

午後２時～４時
午後７時～９時

３月２日�
市民総合体育館
体育施設

  社会教育課学校施設

��������	
��
�

午後６時～９時午後１時～５時午前９時～正午
開放施設名

改定後改定後改定後

５００６００５００理科室

一
小

５００６００５００図書室
１，２００１，２００１，２００家庭科室
５００６００５００音楽室
７００９００７００多目的スペース和

泉
小

７００９００７００多目的プレイルーム
２００３００２００１Ｆ会議室
４００５００４００和室一中



　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
（
使
用
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
登
録
上
の
所
有
者
）
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
現
在
、
廃
車
ま
た
は
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、
３
月　

日
�
ま
で
に
速
や
か
に

３１

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
受
付
窓
口
は
、

車
両
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

市
内
の
商
店
が
電
話
な
ど
で
注
文

を
受
け
、
少
量
か
ら
無
料
で
配
達
を

行
う
商
店
宅
配
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
利
用
条
件
等
を
記
載
し
た
名

簿
を
産
業
生
活
課
・
商
工
会
・
各
商

店
街
に
お
い
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
名
簿
掲
載
店
の
富
永
牛
乳

店
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
狛
江
市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）

０
１
７
８

　

委
託
事
業
主
あ
て
に
労
働
基
準
監

督
署
、
労
働
保
険
事
務
組
合
等
の
名

を
騙
り
、
労
働
保
険
料
納
付
の
督
促

を
行
う
等
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と

思
わ
れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

東
京
都
労
働
保
険
事
務
組
合
連
合
会

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、

法
律
相
談
（
月
・
木
曜
日
、
１
週
間

前
か
ら
産
業
生
活
課
で
予
約
受
け
付

け
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
東
京
都
労
働
保
険
事
務
組
合
連
合

会
�
（
３
２
６
７
）
３
８
２
２

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
下
期
分（　

月
か
ら
３
月
ま
で
）

１０

で
す
。

〔
補
助
金
額
〕
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
６
�
０
０
０
円
ま
で

〔
受
付
期
間
〕
３
月　

日
�
ま
で

１４

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

　

青
少
年
委
員
は
、
青
少
年
の
余
暇

の
指
導
、
青
少
年
団
体
の
育
成
、
青

少
年
指
導
者
に
対
す
る
援
助
、
青
少

年
教
育
の
振
興
な
ど
の
諸
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
の　

歳
以

１８

上
の
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
１９

３
月　

日
ま
で

３１

〔
会
議
等
開
催
〕
会
議
は
年
３
回
程

度
で
、
原
則
平
日
の
夜
間
。
そ
の
他

青
少
年
関
係
事
業
の
企
画
等

〔
応
募
方
法
〕
３
月　

日
�
ま
で
に

１５

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
狛
江
市
の

中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
」
を
８
０
０
字
程
度
（
用
紙
自
由
）

に
ま
と
め
、
持
参
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
ま
た
は
郵
送

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教

育
課
へ
。

　

３
月
１
日
�
か
ら
７
日
�
ま
で
の

間
、
恒
例
の
春
の
火
災
予
防
運
動
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

▽
防
火
フ
ェ
ア　

〔
日
時
〕
３
月
５
日
�
午
前　

時
か

１０

ら
午
後
２
時
ま
で

〔
会
場
〕
狛
江
駅
前
噴
水
広
場

〔
内
容
〕
消
火
応
急
救
護
体
験
・
ち

び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
・
消
防
相
談
コ
ー

ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
す
る
場
合
、
４
月
か
ら
割
引
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
保
険
料
の
口
座
振
替
日

は
翌
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
月
末
日
に
振
り
替
え
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
毎
月
の
保
険
料
か
ら　

円
４０

（
予
定
）
割
り
引
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
割
引
制
度
を
ご
利
用
に
な
る

場
合
は
、
国
民
年
金
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
を
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
ま
た
は
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
割

り
引
き
の
対
象
と
す
る
場
合
、
３
月

中
の
申
し
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
し
て
い
る
方
も
変
更
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１〔
日
時
〕３
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

１７

１０

〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。審
議
案
件
の
照
会
は
、都
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.m
etro.

tokyo.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
３
月　

日
�
（
消

３１

印
有
効
）
ま
で
に
〒
１
６
３
―
８
０

０
１
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
�
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
へ
。

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０
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市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
は
市

役
所
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

税
務
署
で
そ
れ
ぞ
れ
３
月　

日
�

１５

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

期
限
間
際
に
な
る
と
、
申
告
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
記
入
済
み
の
所
得
税
確

定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
市
役
所
、
税
務
署
と
も
、
お
車

で
の
来
場
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
提
出
し
た
所
得
税
確
定
申
告
書

に
誤
り
が
あ
っ
た
と
き

　

当
初
申
告
書
の
控
と
印
鑑
を
持

参
し
、
税
務
署
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
期
限
内
に

　

所
得
税
の
納
期
限
は
３
月　

日
１５

�
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
金
融
機
関
で
期
限
内
に
納

税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
口
座
振
替
で

　

所
得
税
の
納
税
に
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
新
規
に
口
座
振

替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機
関

ま
た
は
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

■
納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
方
へ

　

申
告
期
間
中
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
納
税
証
明
書
を
請
求

す
る
方
は
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
確
認

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民

税
は
課
税
課
、
所
得
税
は
武
蔵
府

中
税
務
署
�
０
４
２（
３
６
２
）４

７
１
１

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

口
座
振
替
に
よ
る
割
引
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す

事
業
者
へ
の
労
働
保
険
料

納
付
の
詐
欺
行
為
に
ご
注

意
を

市
長
コ
ラ
ム　
９３

福
祉
バ
ス「
み
ど
り
号
」の

ご
利
用
を

　

福
祉
バ
ス「
み
ど
り
号
」に
乗
っ

て
、
担
当
職
員
の
説
明
を
受
け
な

ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
に
あ
っ
た
送
迎

バ
ス
３
台
を
統
合
し
、
市
内
循
環

福
祉
バ
ス
と
し
て
運
行
を
始
め
た

も
の
で
す
。

　
「
こ
の
地
域
は
通
れ
な
い
の
か
」

「
こ
こ
に
停
留
所
は
で
き
な
い
の

か
」
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
た

が
ら
一
周
し
ま
し
た
。
こ
の

バ
ス
は
昨
年
４
月
、
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
と
特
養
老
人

疑
問
を
念
頭
に
回
り
ま
し
た
が
、
南

や
北
の
地
域
で
は
道
路
が
狭
く
、
す

れ
違
い
が
困
難
だ
っ
た
り
、
停
め
る

と
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
り
で
、

新
し
い
路
線
や
バ
ス
停
の
増
設
が
難

し
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
数
は
、
以
前
の
月
１
�

２
０
０
人
前
後
か
ら
、
現
在
は
２
〜

３
�
０
０
０
人
へ
と
増
え
て
い
ま
す
。

た
だ
２
つ
の
施
設
の
送
迎
専
用
だ
っ

た
印
象
が
、
市
民
に
残
っ
て
い
る
せ

い
か
、
空
い
て
い
る
時
間
帯
も
あ
り
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
の
努
力
が
必
要
で
す
。

今
度
の
バ
ス
は
福
祉
施
設
利
用
者
だ

け
で
な
く
、
市
役
所
に
福
祉
事
務
所

関
係
の
書
類
を
申
請
す
る
と
か
、

地
域
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
関
連
事
業

に
参
加
す
る
な
ど
、
福
祉
に
関

わ
っ
て
い
る
な
ら
、
他
の
施
設
に

行
く
場
合
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
福
祉
バ
ス
の
良
さ
は
、
運

転
手
や
介
助
員
と
、
利
用
者
と
の

間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

ど
な
た
に
も
、
安
心
し
て
使
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
行
き

先
を
告
げ
る
だ
け
で
乗
車
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
で
す
。
お
互
い
顔
な

じ
み
に
な
り
、
そ
の
人
に

あ
っ
た
配
慮
が
で
き
る
な
ど
、

青
少
年
委
員
募
集

�

�
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私
立
心
身
障
害
児
訓
練
施

設
通
所
児
童
補
助
金
受
け

付
け

春
の
火
災
予
防
運
動
〜
火

は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
〜

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
第
１
６
９
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

商
店
宅
配
事
業
を
利
用
し

ま
せ
ん
か

■受付窓口
受　付　窓　口車　 　 種

市役所課税課庶務係

第一種（５０�以下）原
動
機
付

自
転
車

第二種乙（９０�以下）
第二種甲（１２５�以下）
ミニカー（５０�以下の三・四輪）

農耕用小型特殊自動車 その他
軽自動車検査協会
東京主管事務所
多摩支所

�０４２（５２５）４３６０

軽三輪
軽
自
動
車

軽四輪乗用
軽四輪貨物（自家用）
軽四輪貨物（営業用）

東京陸運支局多摩自動車検査登録
事務所�０４２（５２３）２４５５

軽二輪
二輪の小型自動車

広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日　�

３月は「道路
交通環境整
備月間」です

　

交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、「
道
路
交

通
環
境
の
整
備
」
を
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　　

　

次
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
道
路
は
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

▽
道
路
上
に
立
て
看
板
・
の
ぼ

り
旗
を
置
く
こ
と

▽
商
品
の
路
上
販
売

▽
貼
り
紙
・
貼
り
札

▽
路
上
駐
車

　

調
布
警
察
署
と
協
力
し
、
指

導
取
り
締
ま
り
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課
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国

保

加

入

者

の

状

況

　

市
の
国
保
加
入
者
数
は
、
平
成　
１５

年
度
で
２
万
８
�
５
６
９
人
、
市
民

の
約　

％
、
世
帯
数
は
１
万
７
�
０

３８

５
２
世
帯
、
市
の
世
帯
数
の
約　

％
４６

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
比
べ
、
加
入
者
数

１１

で
３
�
５
５
０
人
、
世
帯
数
で
２
�

５
８
０
世
帯
の
増
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約

　

％
、　

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１４

１８

増

え

続

け

る

保

険

給

付

費

　

保
険
給
付
費
と
は
、
加
入
者
が
か

か
っ
た
医
療
費
の
総
額
か
ら
自
己
負

担
額
を
差
し
引
い
た
も
の
で
、
国
保

が
負
担
す
る
費
用
で
す
。
こ
の
保
険

給
付
費
は
、
加
入
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成　

年
の
医
療
制
度
の
改

１４

正
に
よ
り
、
老
人
保
健
の
対
象
年
齢

が　

歳
以
上
か
ら　

歳
以
上
に
５
年

７０

７５

間
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
国
保
の

保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
方
（
前
期

高
齢
者
）
が
増
え
続
け
、
そ
の
医
療

費
も
激
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
人
保
健
対
象
者
の
減
少

に
よ
り
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
に
支
払
う
「
老
健
拠
出
金
」
も

減
少
し
ま
し
た
が
、
前
期
高
齢
者
の

医
療
費
の
伸
び
に
見
合
う
ほ
ど
は
減

少
し
て
い
ま
せ
ん（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

伸

び

悩

む

国

保

税

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
国
保
税
は
、
国
保
事

業
を
運
営
す
る
う
え
で
大
切
な
財
源

で
す
。
し
か
し
、
加
入
者
が
増
え
て

は
い
る
も
の
の
、
近
年
の
経
済
情
勢

を
反
映
し
て
、
無
職
者
の
増
加
、
所

得
の
落
ち
込
み
な
ど
で
収
納
額
が
伸

び
悩
み
、
保
険
給
付
費
の
増
加
に
は

と
て
も
追
い
付
か
な
い
の
が
実
情
で

す
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
限
界

　

国
保
財
政
は
、
本
来
、
国
保
税
と

国
や
都
の
支
出
金
に
よ
り
、
独
立
採

算
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
（
国
保
特
別
会
計
） 、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
し
に
は
運
営
で
き

な
い
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し
、
一

般
会
計
自
体
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
伸
び
て

１３

お
ら
ず
、
同
じ
金
額
で
推
移
し
て
い

ま
す
（
表
参
照
）。

年

々

増

加

す

る

介

護

納

付

金

　

介
護
納
付
金
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
賄
う
た
め
、
毎
年
国
が
決
め
た
第

２
号
被
保
険
者
（　

歳
以
上　

歳
未

４０

６５

満
）
一
人
当
た
り
の
負
担
額
を
も
と

に
、
市
の
対
象
者
分
に
つ
い
て
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
納
付
す

る
金
額
で
す
。
こ
の
介
護
納
付
金
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
拡
大
に
伴
い
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
、　
４０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
、
介
護
納

６５

付
金
の
う
ち
の　

％
を
、
加
入
し
て

５０

い
る
健
康
保
険
か
ら
医
療
分
と
と
も

に
介
護
分
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
で
も
、
こ

の
介
護
分
を
、
医
療
分
と
と
も
に
お

支
払
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
介
護

納
付
金
の
伸
び
に
追
い
付
か
な
い
状

況
で
す
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）。

収

支

バ

ラ

ン

ス

の

悪

化

　

平
成　

年
度
の
決
算
見
込
み
を
見

１６

る
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
厳
し

い
現
状
に
よ
り
、
歳
入
と
歳
出
の
差

し
引
き
で
約
６
億
１
�
２
８
３
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
４
参
照
）。

■平成１６年度狛江市国民健康保険特別会計決算見込み（グラフ４）

■一般会計繰入金の推移（法定繰入金含む）

平成１６年度見込み平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度平成１１年度年　度

７億７，７３０万円７億７，７３０万円７億７，７３０万円７億７，７３０万円７億７，０９３万円６億７，３１０万円繰入金額

�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日

■保険給付費と老健拠出金（グラフ１）

■介護納付金の推移（グラフ３）

■保険給付費と保険税の推移（グラフ２）

※グラフ１とグラフ２の１４年度の給付費のうち、療養の給付に
ついては、支払月の年度区分の見直しのため１１カ月分です。
※グラフ２の国保税は医療分のみです。



■
改
正
ま
で
の
流
れ

　

単
年
度
収
支
で
２
年
連
続
赤
字
決

算
が
見
込
ま
れ
る
国
保
財
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

率
等
の
改
定
（
案
）
を
、
昨
年
の　
１１

月　

日
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

３０
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

国
民
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
組

織
で
あ
り
、
被
保
険
者
代
表
・
医
療

機
関
代
表
・
公
益
代
表
・
被
用
者
保

険
等
保
険
者
代
表
委
員
で
構
成
し
、

市
で
は
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
代

表
委
員
は
２
人
で
、
そ
の
他
に
つ
い

て
は
各
４
人
の
計　

人
の
委
員
で
構

１４

成
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
４
回
に
わ
た
り
審

議
さ
れ
、
答
申
を
１
月　

日
�
に
い

２１

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
尊
重
し
て
、
第
１
回

市
議
会
定
例
会
に
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
月　

日
�
に
は
、
国
保

２１

財
政
の
現
状
・
協
議
会
の
答
申
も
含

め
国
保
税
率
等
の
改
定
に
つ
い
て
市

民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
国
保
税
の
改
定
状
況

　

こ
れ
ま
で
平
成
６
年
度
・
８
年
度
・

　

年
度
に
改
定
し
て
い
ま
す
。
他
市

１４で
も
、
お
お
む
ね
２
・
３
年
お
き
に

改
定
し
て
い
ま
す
。

１　

諮
問
を
受
け
た
事
項

　

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
税
率
等
の

改
定
に
つ
い
て

２　

審
議
経
過

　

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
平
成　

年　

月　

日
、　

月

１６

１１

３０

１２

　

日
、
平
成　

年
１
月　

日
、
お
よ

２０

１７

１４

び
１
月　

日
に
諮
問
事
項
の
審
議
を

２１

行
っ
た
。

３　

審
議
の
結
果

　

慎
重
に
審
議
を
し
た
結
果
、
諮
問

内
容
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
を
適

当
と
認
め
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
よ

り
一
層
の
収
納
率
の
向
上
に
努
力
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
複
数
の
委
員
よ
り
以
下
の

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。

�
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
低
所
得
者

層
の
負
担
が
極
め
て
高
く
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

�
今
後
、
改
定
の
上
げ
幅
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
、
適
宜
見
直
し
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
今
後
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
展

す
る
な
か
、
医
療
費
の
高
騰
を
防
止

す
る
た
め
、
保
健
事
業
を
一
層
充
実

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
狛
江
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
改
正
（
案
）
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
」

の
税
率
等
の
改
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　これまでお知らせしましたように、国保加入者の医療費は年々
増え続けており、このまま医療費が増え続ければ、それに応じて
さらなる国保税の見直しも必要となります。
　一方で、国保は医療保険であり、医療を受ける必要のある方が
医療を受けることを控えなければならないということではあり
ません。何よりも大切なことは、日ごろの健康管理と健康づくり
です。
　また次のように、ちょっとした工夫で、上手にお医者さんにか
かることも医療費の節約になります。

�かかりつけ医や薬局を持ちましょう

　皆さんのことをよく理解している「かかりつけ」のお医者さん
や薬局を持ちましょう。もし、高度な治療や検査が必要な場合は、
それに対応できる医療機関を紹介してもらうこともできます。

�重複受診はやめましょう

　ひとつの病気で複数の医療機関にかかることを「重複受診」と
いいます。医療機関を変えることにより、同じ検査を何回も受け、
そのことで身体に負担がかかります。また、一緒に飲むと良くな

い薬や同じような薬を重複して処方されるほか、その都度初診料
を支払うなど無駄な支払いをすることになります。

�健康診断で病気の早期発見・治療をしましょう

　４０歳以上の方を対象に、毎年、基本健康診査（市民ミニドッ
ク）を行っています。病気の早期発見・治療とともに、日ごろか
ら、生活習慣を見直し健康な生活を心がけましょう。

�国保加入者のための健康相談を利用ください

　毎月第２・４木曜日の月２回、国民健康保険加入者のための健
康相談を行っています。
　保健師と栄養士が、健康や食事などに関する悩みや相談をお受
けします。お気軽に相談ください。
　なお、人間ドック等の結果票などがあれば、健康状態が把握で
きますので、ぜひ持参ください。
〔今月の相談日〕３月１０日�・２４日�午前９時３０分から１１時３０分
まで
〔場所〕市役所２階フロアー
〔問い合わせ〕保険年金課

 ■国保税（医療分）の引き上げによる影響額（平均）

比　較平成１７年度現 行
率

１７．００％１万９，２２１円１３万２，２７３円１１万３，０５２円１世帯当たり

１７．００％１万１，５２７円７万９，３２７円６万７，８００円１人 当 た り

 ■国保税（介護分）の引き上げによる影響額（平均）

比　較平成１７年度現 行
率

５１．３６％７，８２５円２万３，０６２円１万５，２３７円１人 当 た り

 ■国民健康保険税条例の改正案

改正案現 行内 容

改定なし５３万円課 税 限 度 額

医

療

分

５．７６％５．５０％所 得 割 税 率

１８．４０％１８．５０％資 産 割 税 率

２ 万 ８，６００円１ 万 ８，６００円均 等 割 額

改定なし２，０００円平 等 割 額

改正案現 行内 容

８万円７万円課 税 限 度 額介

護

分

１．１７％０．９５％所 得 割 税 率

１ 万 １，０００円６，１００円均 等 割 額

広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日　�

国
保
税
の
負
担
は
こ
う
変
わ
り
ま
す

条

例

改

正　

の

内

容

（案）

改

正

の

経

緯

答

申

の

内

容



〔
日
時
〕
３
月　

日
�
受
付
時
間
は

１６

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１６

１１

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
３
月　
２２

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２４タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時　

分
５０

〜
３
時　

分
※
受
付
開
始
１
時
間
前

２０

か
ら
健
康
課
で
整
理
券
を
配
布
〔
対

象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の
乳
幼

４８

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
※
４
月
１
日
か
ら
結
核
予
防
法

の
改
正
に
よ
り
４
歳
ま
で
で
き
る
の

は
今
回
が
最
後

で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・
栄
養
士

等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
３
月　

日
�
午

１４

後
２
時
〜
４
時
、
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
▽　

日
�
午
前
９
時　

分
〜　

１８

３０

１１

時　

分
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

３０
〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
小
児
科
・
外

科〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

　

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
が
他
人

に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
す

る
の
は
、
最
低

限
の
モ
ラ
ル
で

す
。
人
と
動
物

が
共
生
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
の
責
任
と
心
遣
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ　

犬
を

散
歩
に
連
れ
て
行
く
と
き
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
行
き
、
必

ず
ふ
ん
を
持
ち
帰
っ
て
始
末
し
ま

し
ょ
う
。

　

ふ
ん
等
に
よ
る
臭
い
の
苦
情
や
生

け
垣
が
枯
れ
た
り
す
る
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
飼
い
主
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
が
苦
手
な
人
も
大
勢
い
ま
す
。

散
歩
の
と
き
や
広
場
な
ど
人
が
集
ま

る
場
所
で
は
必
ず
引
き
綱
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

▽
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ　

失

踪
・
ふ
ん
尿
被
害
・
事
故
の
防
止
、

感
染
症
予
防
の
た
め
に
室
内
飼
育
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

排
泄
は
ト
イ
レ
で
済
ま
せ
る
よ
う

し
つ
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
ま
す
。

　

迷
子
札
や
首
輪
を
付
け
、
連
絡
先

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
猫
の
消
息
を
把

握
す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
術
後
は
発
情
し
な
く
な
り
、メ
ス
は

子
供
を
産
み
ま
せ
ん
。オ
ス
は
尿
に
よ

る
匂
い
つ
け
を
や
め
、
ケ
ン
カ
を
し
な

く
な
り
ま
す
。
一
部
の
無
責
任
な
飼

い
主
が
原
因
で
野
良
猫
が
増
え
て
い

ま
す
。
不
幸
な
命
を
生
み
出
さ
な
い

た
め
に
も
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

狛
江
地
域
ね
こ
の
会
と
協
働
し
て
、

飼
い
主
の
い
な
い
不
幸
な
猫
を
地
域

猫
と
し
て
管
理
し
、
減
ら
し
て
い
く

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
耳
に
ピ
ア

ス
を
し
た
猫
は
、
不
妊
去
勢
手
術
を

し
た
目
印
と
し
て
付
け
て
い
る
も
の

で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

ご
み
の
不
法
投
棄
や
カ
ラ
ス
に
よ

る
ご
み
の
散
乱
を
防
ぎ
、
鳥
獣
へ
の

え
さ
の
断
絶
を
は
か
る
た
め
に
、
公

園
・
児
童
遊
園
内
の
す
べ
て
の
ご
み

箱
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
は
各
自

で
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

■
犬
や
猫
に
つ
い
て

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
公
園
・
児
童
遊
園
を
利
用
の
皆
さ

ん
へ

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕
６
日
・　

日
・　

１３

２０

日
・　

日
・　

日

２１

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

　　�����　

▽狛江市菊花会　１１日�午後１時「やさし
い大菊づくり」
▽狛江市ラジオ体操会連盟　１１日�夜間
「ラジオ体操」
▽狛江市ときわ婦人会　１１日�「マジック
たわし講習」
▽狛江韓国語同好会　９日�午後６時「韓
国語速習講座」
▽好日会　９日�午前１０時「お茶会」

����� � �����

▽共生のまち狛江をめざす会　１２日�午
後２時「歩きたいまちを目指して」
▽狛江腹話術愛好会・劇団「交叉点」　１３

日�午前１１時・午後２時「腹話術ライブ大
きな紙芝居」

������� � ���������

▽ソウルフリーダム　９日�午後７時「ス
トリートダンス発表会」
▽狛江マンドリンギタークラブ　１１日�
午後１時３０分「ミニコンサート」
▽つどいコンサート　１２日�午前１１時～
午後４時、狛江ハーモニカ愛好会・マンド
リーノＴＡＭＡ・カプアフラグループ・ハ
ウオリウクレレメイツ・貞山会ほか
▽つどいコンサート　１３日�午前１１時～
午後３時、狛江フィル友の会・多摩川戦隊
コマレンジャー・狛江シャンソンの会・カ
トレア健康カラオケ・ミュージカルプロ
ジェクト・ともしび音楽隊

　　�������

太極拳・歴史研究・編み物・和菓子作り・
カラオケ・油絵・ジャズダンス・気功・ウ
クレレ・洋裁・フォークダンス・囲碁・
ヨーガ・クラシックバレエ・新舞踊・民
謡・合唱・英会話・折り紙・着付・茶道・
シャンソン・自彊術・手話・粘土人形・詩
吟・ストレッチ・国際交流・水墨画・韓国
語・シルバーアクセサリー・彫刻・難病者

の会・育児学習・能面・陶芸・シャドウ
ボックス

　　���������

まちづくり市民会議・狛江財政研究会・狛
江歩歩クラブ・環境を考える会・狛江市華
道連盟・スクウェア

　　�����

写真・書道・彫刻・粘土人形・ペン習字・
てんこく・水墨画・和紙ちぎり絵・華道・
銀のアクセサリー

���������������

▽青年教室「大道芸」　１３日�午前１１時３０
分・午後２時３０分
▽子どもの広場「お店やさんごっこ」　９日
�午後３時３０分

�������������

▽喫茶室　１２日�・１３日�午前１１時～午後
３時（保育室活動グループ）
▽出店（わたがし・ポップコーン）　１２日
�・１３日�午前１０時～午後４時（つどい実
行委員会）
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〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

２９

３０

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
、
午
後

４
時　

分
帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

３０

〔
場
所
〕国
立
科
学
博
物
館
新
館〔
交

通
〕
市
庁
用
バ
ス
〔
対
象
〕
小
学
校

３
年
生
〜
中
学
生
〔
定
員
〕
先
着　
４０

人
〔
持
ち
物
〕
弁
当
・
水
筒
・
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
・
敷
き

物
・
ご
み
袋

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
企
画

調
整
課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時　

１９

１０

３０

分
〜　

時
〔
会
場
〕
第
三
小
学
校

１１

〔
対
象
〕
小
学
生
を
対
象
に
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

す
が
、
ど
な
た

で
も
参
加
で

き
ま
す
。

〔
内
容
〕
▽
大
型
絵
本
「
ち
び
ゴ
リ

ラ
の
ち
び
ち
び
」
▽
お
は
な
し
「
こ

ま
え
の
き
つ
ね
」「
十
二
支
の
お
は
な

し
」
▽
折
り
紙

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
内
容
〕
あ
い
と
ぴ
あ
ハ
ー

ト
展
・
ア
ツ
キ
ヨ
コ
ン
サ
ー
ト
（
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
、
有
料
、

３０

３０

事
前
申
し
込
み
）
※
参
加
希
望
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ハ
ー
ト
展
作
品
を

募
集（　

日
�
ま
で
）。
作
品
の
形
式

１０

は
問
い
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
�（
５
４
３
８
）

３
５
３
３
・
�
（
３
４
３
０
）
９
７

７
９
へ
。

〔
日
時
〕４
月　

日
�
午
後
２
時（
開

１６

場
１
時　

分
）〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ

２０

ホ
ー
ル
〔
内
容
〕
モ
ン
ゴ
ル
の
音
楽

と
和
太
鼓
〔
参
加
費
〕
１
�
０
０
０

円
・
未
就
学
児
５
０
０
円
（
全
席
自

由
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
東
京
―
狛
江
・
西
山
�
（
３
４

８
９
）
１
６
６
２

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
零
時　

２７

３０

分
集
合
出
発
、
５
時
帰
着
予
定
〔
対

象
〕
小
学
校
５
・
６
年
生
お
よ
び
中

学
生
〔
定
員
〕　

人
４０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

た
ま
が
わ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
�
（
３
４
８
８
）
６
６
６
５
（
金

〜
日
曜
日
を
除
く
）へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
け
付
け
〕
店
舗
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・

１６

　

日
�
※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

１７り〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

▽
「
メ
ダ
カ
橋
」「
ホ
タ
ル
橋
」
を
作

り
直
そ
う　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

１３

１０

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）〔
内
容
〕
流

木
や
倒
木
を
再
利
用
し
て
、
参
加
者

の
サ
イ
ン
が
入
っ
た
小
さ
な
橋
を
作

り
ま
す
〔
講
師
〕
小
川
克
巳
さ
ん

（
青
年
会
議
所
）〔
持
ち
物
〕
ノ
コ
ギ

リ
・
カ
ナ
ヅ
チ
・
油
性
ペ
ン
※
草
地

を
歩
け
る
服
装

▽
水
辺
の
楽
校
写
真
展
＆
作
品
展　

〔
日
時
〕　

日
�
〜　

日
�
午
前
８

２２

２８

時　

分
〜
午
後
５
時
〔
会
場
〕
市
役

３０
所
２
階
フ
ロ
ア
ー
〔
内
容
〕
子
ど
も

た
ち
の
描
い
た
カ
ワ
セ
ミ
の
絵
や
作

品
も
紹
介
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時
市

１７

役
所
バ
ス
車
庫
前
出
発〔
見
学
場
所
〕

キ
ュ
ー
ピ
ー
�
仙
川
工
場（
調
布
市
）・

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
（
小
金
井
市
）

 〔
定
員
〕 先
着　

人〔
参
加
費
〕一
般
３

４０

２
０
円
・　

歳
以
上
１
６
０
円 （
施
設

６５

入
園
料
）※
昼
食
は
各
自
負
担

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時
市

３１

役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
、
午
後
４
時

　

分
帰
着
予
定（
雨
天
決
行
）〔
場
所
〕

３０東
京
都
有
明
水
処
理
セ
ン
タ
ー
・
虹

の
下
水
道
館
（
お
台
場
）〔
対
象
〕

小
・
中
学
生
と
保
護
者
〔
定
員
〕
先

着　

人
〔
持
ち
物
〕
弁
当
・
飲
み
物

４０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
環
境
を
考
え
る
会

狛
江
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
環
境

改
善
課
）へ
。

〔
日
時
〕
４
月
１
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
〔
内
容
〕
ボ
イ
ス
ト

３０

レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む
歌
唱
教
室
〔
講

師
〕
小
田
章
子
さ
ん
（
日
本
歌
謡
師

範
）〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
筆
記

３０

用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

２
日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

〔
期
間
〕
４
〜
６
月
〔
時
間
〕
午
前

９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時〔
対

象
〕市
民〔
定
員
〕
�　

人
�　

人（
多

１６

１０

数
抽
選
）〔
費
用
〕
４
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
（
１
コ
ー
ス
１
枚
）
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の

月
と
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
３
月

８
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１

―
０
０
１
５
猪
方
４
―　

―
１
狛
江

１３

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。
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催
　
し�

�

■
青
少
年
育
成
委
員
会
バ
ス
ハ
イ
ク

■
や
さ
き
や
ま
文
庫
お
た
の
し
み
お

は
な
し
会

■
あ
い
と
ぴ
あ
障
が
い
者
交
流
フ
ェ

ス
タ

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
盲
導
犬
訓
練
施
設
見
学
会

■
こ
ま
え
楽
市

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
３
月
行
事

セ
ミ
ナ
ー�

■
消
費
生
活
市
民
講
座
（
施
設
見
学

会
）

■
春
休
み
親
子
環
境
学
習

■
基
礎
発
声
か
ら
楽
し
く
歌
い
ま
せ

ん
か

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

■パソコン教室日程
木曜日午前�
ワード基本

水曜日午前�
画像／エクセル

火曜日午後�
メール・ＩＴ

火曜日午前�
デジカメ画像

火曜日午前�
パソコン初級

月曜日午前�
ホームページ

月曜日午前�
ワード応用

文書を作る
７日・１４日・
２１日・２８日

画像処理応用
６日・１３日・
２０日・２７日

基礎テクニック
５日・１２日・
１９日・２６日

撮影～プリント
５日・１２日・
１９日・２６日

操作の基本
５日・１２日・
１９日・２６日

５月開講
中級テクニック
４日・１１日・
１８日・２５日

４月

文書を作る
５日・１２日・
１９日・２６日

エクセル基本
４日・１１日・
１８日・２５日

楽しい応用
１０日・１７日・
２４日・３１日

撮影～プリント
１０日・１７日・
２４日・３１日

操作の基本
１０日・１７日・
２４日・３１日

作成テクニック
９日・１６日・
２３日・３０日

中級テクニック
９日・１６日・
２３日・３０日

５月

文書を作る
２日・９日・
１６日・３０日

エクセル応用
１日・８日・
１５日・２２日

楽しい応用
７日・１４日・
２１日・２８日

撮影～プリント
７日・１４日・
２１日・２８日

操作の基本
７日・１４日・
２１日・２８日

作成テクニック
６日・１３日・
２０日・２７日

中級テクニック
６日・１３日・
２０日・２７日

６月

※火曜日午前�パソコン初級の４月１２日は午後になります。
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市
内
に
住
む
外
国
人
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
日
常
生
活
相
談
を
無
料

で
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
・

英
語
・
日
本
語
で
応
対
し
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
外
国
人
で
困
っ

て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
５
日
�
午
後
１
時

〜
４
時

〔
会
場
〕
５
０
１
・
５
０
２
・
５
０

３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




▽
む
い
か
ら
子
ど
も
会
「
畑
づ
く

り
を
体
験
し
よ
う
」　
〔
日
時
〕
５

日
�
午
後
１
時
〜
４
時
〔
期
間
〕

３
〜
８
月
の
６
カ
月
間（
全
４
回
）

〔
対
象
〕小
学
校
２
〜
６
年
生（
４

回
共
参
加
で
き
る
人
）〔
定
員
〕　
１５

人
〔
指
導
〕
小
川
健
一
さ
ん
〔
持

ち
物
〕
軍
手
・
ノ
ー
ト
・
筆
記
用

具〔
内
容
〕畑
を
耕
し
、種
ま
き
、草

取
り
、
収
穫
と
半
年
間
継
続
し
て

野
菜
作
り
を
行
い
ま
す
。

▽「
う
ど
ん
打
ち
教
室
」　
〔
日
時
〕

　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
零
時　

１３

１０

３０

分
〔
定
員
〕　

人
〔
指
導
〕
曽
根

１０

嘉
七
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
タ
オ
ル
・

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
会
「
ミ
ラ
ク

ル
『
こ
ま
』
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時
〜
４

１９

時
〔
対
象
〕
小
学
校
３
年
生
以
上

（
２
年
生
以
下
と
幼
児
は
保
護
者

同
伴
で
可
）〔
定
員
〕　

人
〔
指

１５

導
〕
嶺
川
正
勝
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

は
さ
み
〔
内
容
〕
Ｃ
Ｄ
板
を
使
っ

て
、
と
て
も
美
し
い
色
や
模
様
を

出
し
て
回
る
こ
ま
を
作
り
ま
す
。

▽「
む
い
か
ら
民
家
園
で
聞
く
朗

読
会
」　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
５

１９

時
〜
６
時　

分
※
先
着　

人
〔
朗

３０

５０

読
〕
佐
藤
昇
さ
ん
、
円
道
一
弥
さ

ん
〔
演
目
〕『
驟
り
雨
』（
藤
沢
周

平
作
）、「
幻
色
江
戸
ご
よ
み
」
よ

り
『
器
量
の
ぞ
み
』（
宮
部
み
ゆ
き

作
）〔
持
ち
物
〕
履
き
物
袋

▽
３
周
年
記
念
行
事
第
１
弾
「
む

い
か
ら
桜
ま
つ
り
」　
〔
日
時
〕　
２６

日
�
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
雨

１１

天
翌
日
、
土
・
日
曜
日
共
に
雨
天

の
場
合
は
中
止
）〔
内
容
〕
�
出
店

（
駄
菓
子
屋
・
綿
菓
子
屋
・
お
面

屋
・
小
間
物
屋
な
ど
）
�
実
演
販

売
午
前　

時
か
ら
（
花
見
だ
ん
ご

１１

と
桜
湯
１
セ
ッ
ト
大
人
１
０
０

円
・
中
学
生
以
下　

円
、
甘
酒
１

５０

杯　

円
）
※
い
ず
れ
も
１
０
０
食

５０
�
園
庭
に
は
、
竹
と
ん
ぼ
、
け
ん

玉
な
ど
昔
の
遊
び
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む

い
か
ら
民
家
園
�（
３
４
８
９
）８

９
８
１（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）へ
。

�

�

�

�

�

�

�

　３月１０日の東京都平和の日
を記念し、 戦時中の市民生活 
の様子を伝える資料等を展
示します。
 　 〔期間〕３月４日�～１１日�
 〔会場〕上和泉地域センター
 〔問い合わせ〕市民協働課

当時の生活を描いた貴重な資料
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日

〔
職
種
〕
看
護
師 〔
資
格
〕
正
看
護
師

 〔
勤
務
期
間
〕４
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
週
５
日
勤
務
。土
曜
日
勤
務
あ
り
）

 〔
勤
務
時
間
〕午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分〔
勤
務
場
所
〕 市
内
公
立
保

１５

育
園〔
募
集
人
数
〕 １
人〔
申
込
方
法
〕

３
月
８
日
�
ま
で
に
履
歴
書
、
資
格

証
明
書
を
持
参

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福

祉
課
へ
。

〔
職
種
〕
指
導
員
〔
資
格
〕
自
動
車

運
転
免
許
証
〔
年
齢
〕　

〜　

歳
位

２５

４５

〔
勤
務
時
間
〕
原
則
と
し
て
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
週
２
日
程
度
〔
勤

務
場
所
〕
狛
江
福
祉
作
業
所
（
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
内
）〔
募
集
人
員
〕

若
干
名

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

福
祉
作
業
所
�
（
３
４
８
０
）
１
４

４
３
へ
。

〔
対
象
〕
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上

２０

の
都
内
（
島
し
ょ
を
除
く
）
在
住
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
方

（
都
・
区
市
町
村
の
公
務
員
を
除
く
）

〔
定
員
〕
１
�
０
０
０
人
〔
任
期
〕

４
月
１
日
か
ら
１
年
間
〔
内
容
〕
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
施
設
見
学
会
な

ど〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
東
京
都
下
水
道
局
広

２１報
サ
ー
ビ
ス
課
�
（
５
３
２
０
）
６

５
１
１（h

ttp://w
w
w
.gesui.m

etro.tokyo.jp/

）
へ
。

　

４
〜
９
月
（
上
半
期
）
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
一
人
暮
ら
し
、
日
中
独
居
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す

る
高
齢
者
で
自
力
ま
た
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り

会
食
会
に
参
加
で
き
る
方
〔
自
己
負

担
金
〕
１
回
５
０
０
円
※
１
人
に
つ

き
１
会
場
ま
で

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

１
日
�
〜
７
日
�
に
各
グ
ル
ー
プ
担

当
者
へ
。

〔
対
象
〕
プ
ー
ル
利
用
に
支
障
の
な

い
心
身
障
が
い
者
（
児
）・
難
病
者
の

個
人
と
団
体
、
一
人
で
プ
ー
ル
利
用

が
困
難
な
方
は
、
介
護
者
同
伴
の
利

用
も
可
能
で
す
※
申
し
込
み
の
際
に
、

障
が
い
程
度
の
わ
か
る
手
帳
や
医
療

証
等
の
提
示
が
必
要
で
す
〔
登
録
期

間
〕
４
月
〜
翌
年
３
月
（
年
間
登
録

使
用
料
あ
り
）〔
利
用
日
〕
個
人
は
毎

月
第
１
・
３
日
曜
日
午
前
・
午
後
、

団
体
は
毎
月
第
２
・
４
・
５
日
曜
日

午
前
・
午
後
〔
申
込
期
間
〕
３
月
３

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
を
除

１１

く
）
※
個
人
利
用
は
先
着
順
に
受
け

付
け
、
団
体
利
用
は
受
付
締
切
後
、

利
用
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
課
へ
。

〔
日
程
〕
４
月
３
日
�
か
ら
の
毎
日

曜
日（
５
月　

日
は
除
く
）〔
会
場
〕多

１５

摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ
た

　

人
以
上
の
チ
ー
ム
〔
参
加
費
〕
１

１２チ
ー
ム
１
万
７
�
０
０
０
円
・
新
加

盟
チ
ー
ム
は
２
万
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）〔
申
込
方
法
〕
３
月
８
日
�

午
後
６
時　

分
か
ら
中
央
公
民
館
で

３０

受
け
付
け
、
７
時
か
ら
総
会
・
抽
選

会
（
参
加
届
・
参
加
費
持
参
）
※
本

部
で
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
も
募

集〔
問
い
合
わ
せ
〕
軟
式
野
球
連
盟
・

大
塩
�
（
３
４
８
９
）
４
４
０
８

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
な
ん
で
も

ア
ー
ト　
〔
日
時
〕３
月
３
日
〜　

日
３１

（
全
５
回
・
毎
週
木
曜
日
）
午
後
７

時
〜
９
時
〔
講
師
〕
高
橋
洋
子
さ
ん

（
美
術
家
）

■
い
き
い
き
広
場
「
ズ
ー
ラ
シ
ア
に

行
こ
う
」　
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午

２８

前
９
時
〜
午
後
４
時
〔
場
所
〕
横
浜

動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
※
雨
天
の
場
合

行
き
先
変
更
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・

在
学
の
小
・
中
学

生
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
（
入
場
料
）

〔
持
ち
物
〕お
弁
当
・
水
筒
・
お
や
つ
・

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
双
眼
鏡
（
必
要

な
方
）〔
申
し
込
み
〕
２
日
�
午
前
９

時
か
ら

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

２
日
・
９

日
・　

日
・　

日
・　

日
（
各
水
曜

１６

２３

３０

日
）
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か
ら

３０

（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■ 
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

　

日
・　

日
（
各
木
曜
日
）〔
０
〜
１

１０

２４

歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の
子

３０

１０

４５

ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

時

１１

１１

　

分
２０

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室 〔
時
間
〕
午
後

３
時　

分
か
ら
▽
３
日
�
〔
い
べ
ん

３０

と
西
河
原
と
く
べ
つ
お
は
な
し
会
〕

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ぴ
ー
か
ぶ
ー
」

（
こ
の
日
の
み
４
階
視
聴
覚
室
）
▽

　

日
� 〔
絵
本
〕 ハ
リ
ー
の
セ
ー

１０タ
ー
・
あ
か
ち
ゃ
ん 〔
工
作
〕
で
ん
で

ん
だ
い
こ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
な
に

１７

を
た
べ
て
き
た
の 〔
紙
芝
居
〕し
り
と

り
す
る
も
の
よ
っ
と
い
で〔
折
り
紙
〕

い
ろ
え
ん
ぴ
つ
▽　

日
� 〔
絵
本
〕た

２４

ん
ぽ
ぽ 〔
お
は
な
し
〕
も
も
た
ろ
う

 〔
工
作
〕 た
ん
ぽ
ぽ
▽　

日
�〔
絵
本
〕

３１

へ
び
の
ク
リ
ク
タ
ー
・
は
る
の
の
は

ら
に
ひ
も
い
っ
ぽ
ん 〔
工
作
〕
へ
び

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
講
座
室
〔
時
間
〕
幼
児
の

部
午
後
３
時　

分
か
ら
、
児
童
の
部

１５

３
時　

分
か
ら
▽
７
日
�
〔
絵
本
〕

４５

ま
た
も
り
へ
・
び
ん
ぼ
う
こ
び
と
・

こ
す
ず
め
の
ぼ
う
け
ん
▽　

日
�

１４

〔
絵
本
〕
わ
た
し
と
あ
そ
ん
で
・
そ

ら
い
ろ
の
け
も
の
〔
お
は
な
し
〕
天

の
か
み
さ
ま
金
ん
つ
な
く
だ
さ
い

募
　
集�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

図
書
館�

�

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
保
育
園
嘱
託
職
員

■
会
食
会
の
参
加
者
（
新
規
）

■
春
季
軟
式
野
球
大
会

■
非
常
勤
職
員

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
下
水
道
モ
ニ

タ
ー

ス
ポ
ー
ツ�

 ■会食会日程

問い合わせ定 員曜　日会　場

ときの会　中野
�（３４８９）８７９４４５人第１火曜日あいとぴあ

センター

エプロン会　野本
�（３４８９）５２８７

１０人
程度第２金曜日あいとぴあ

センター

グループ・アイ　増尾
�（３４８０）９５５２

１０人
程度第２金曜日南部地域

センター

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

公
民
館�

�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

〔日時〕３月１２日�午前
１０時・午後２時の２回
上映（上映時間１２７分）
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕西河原公
民館�（３４８０）３２０１

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

３
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
進
学

や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し

を
す
る
方
が
増
え
、
市
民
課
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

月
曜
日
や
祝
日
の
翌
日
は
特
に

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

日
や
昼
休
み
を
避
け
て
手
続
き
を

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
を
し
た
ら
、
届
出
期

間
内
に
忘
れ
ず
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

届
け
出
は
本
人
ま
た
は
世
帯
主

（
同
一
世
帯
の
方
可
）
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
代
理
の

方
が
届
け
出
る
場
合
に
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

　

最
近
、
本
人
と
偽
っ
て
住
民
票

を
異
動
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を

守
る
と
と
も
に
住
民
基
本
台
帳
の

正
確
性
を
確
保
す
る
た
め
、
届
け

出
に
来
た
方
に
身
分
証
明
書
な
ど

の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

�

�

�

�

�

�

�

�
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 ■引っ越しをするときの主な手続き
届け出に必要なもの届出期間届け出の種類こんなとき

転出証明書（外国からの転入の方は、パ
スポートと戸籍謄本、附票の写し）、国民
年金手帳（加入者）

狛江市に住み始めて
から１４日以内転入届市内に引っ越してき

たとき

国民健康保険被保険者証、○福 医療証、老
人保健法医療受給者証、○乳 医療証、介護
保険証（いずれも加入者のみ）

新しい住所に住み始
めてから１４日以内転居届市内で引っ越したと

き

印鑑登録証、こまえ市民カード（登録者）、
国民健康保険被保険者証、○福 医療証、老
人保健法医療受給者証、○乳 医療証、介護
保険証（いずれも加入者のみ）

引っ越しする前転出届市外に引っ越しする
とき

転出する前転出届国外に転出するとき

国民健康保険被保険者証（加入者のみ）変更のあった日から
１４日以内世帯変更届世帯主変更、世帯の

分離合併

 ■転出のときはこんな手続きも

新住所地で
狛江市で

届出先手続き

必要な人は新たに印鑑登録を手続きください。

市民課

転出日に登録が廃止されます。
※届出日から転出予定日の前日
までの間に、印鑑登録証明書が
必要になった場合は、転出証明
書とこまえ市民カード（兼印鑑
登録証）を持参ください。

印鑑登録

転入届を提出するときに手続きください。国民健康保険証（狛江市発行の
もの）を返却ください。

国民健康
保険

児童手当用の課税証明書と印鑑を持参のうえ、
手続きください。

児童手当用の課税証明を請求く
ださい。児童手当

転出届を提出するときに渡される就学通知書
と在学証明書等の書類を役所に提出ください。

現在通学し
ている学校

在学証明書などの書類を受け
取ってください。

転入学
（市立小
中学校）※４月に新入学する場合は、入学する学校にできるだけ早く連絡ください。

〜
恐
竜
が
ギ
ネ
ス
の
記
録
（
興
行
収
入
）
を
塗
り
替
え
た
〜

■
西
河
原
映
画
会　

「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
作
品

お
知
ら
せ�

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開

放
の
受
け
付
け



　広報こまえ　平成１７年（２００５年）３月１日　�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１
週間前から産業生活課で
受け付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー２日・１６日の各水曜日
午前９時～正午

カウンセリング
・ 心 の 相 談

国民生活金融公庫職員

商 工 会 経 営 指 導 員
１１日�　午前１０時～１１時５０分創 業 相 談

建 築 士９日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課
で受け付け

ＯＡ機器メーカーＳＥなど今月はお休みです。パ ソ コ ン 相 談

カ ウ ン セ ラ ー９日・２３日の各水曜日　午前９時～正午女性悩みごと相談

午後１時から産業生活課
で受け付け。定員６人
※夜間相談は事前予約制

交 通 事 故 相 談 員１日・１５日の各火曜日　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会３日�　午後１時～４時不動産取引相談

司法書士会調布支部
１４日�　午後１時～４時

登 記 相 談
夜間相談　２８日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１７日�　午後１時～４時人権身の上相談

行 政 相 談 委 員１８日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２４日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

１日・１５日の各火曜日　 午後１時～４時相続等暮らしの
書 類 作 成 相 談 夜間相談　８日�　午後６時～８時

元 金 融 ・ 生 命 保 険
事 務 経 験 者７日�　午後１時～４時

ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け東京税理士会武蔵府中支部今月はお休みです。
税 務 相 談 会場は同支部（エクレール調

布３階�０４２４-８８-５５５０）東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　 午後１時～４時

産業生活課（午後３時まで）消 費 生 活 相 談 員月～金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室三軒茶屋高年齢者
就 業 相 談 所毎月第２火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２３日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民相談室難 病 者 相 談 員毎月第１月曜日　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障害者相談

母 子 自 立 支 援 員月～金曜日 午前９時～午後４時母子・女性相談

介 護 保 険 相 談 員毎週火・木曜日　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金曜日 午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金曜日 午前９時～午後４時３０分親と子の電話相談

直接保険年金課へ社 会 保 険 労 務 士毎週月・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５２２日�　午後１時３０分高年齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日 午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

３ 月 の 市 民 相 談
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�����

息
子
が
、
春
か
ら
社
会
人
に
な

る
の
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

作
る
と
言
う
。
カ
ー
ド
の
管
理
、
利
用

上
の
注
意
点
を
知
り
た
い
。（　

代
男
性
）

５０

最
近
、
特
殊
機
器
で
カ
ー
ド
の

磁
気
デ
ー
タ
を
盗
み
取
っ
て

（
ス
キ
ミ
ン
グ
）
作
成
さ
れ
た
偽

造
カ
ー
ド
で
、
商
品
を
購
入
さ
れ

た
り
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
利

用
明
細
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、
使
っ
た

覚
え
の
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
カ
ー
ド
会
社
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
利
用
状
況
を
確
認

で
き
る
カ
ー
ド
会
社
も
あ
り
ま
す
の
で

有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
自
体
を
盗
ま
れ
て

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
や
商
品
の
購
入
を
さ
れ

た
と
い
っ
た
被
害
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

盗
難
、
紛
失
届
が
出
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
保
険
が
適
用
さ
れ
会
員
の
支
払
い

は
免
除
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
本
人
の
管
理
が
不
十
分

だ
っ
た
場
合
は
支
払
い
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
暗
証
番
号
を
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
等
に
し
て

い
た
場
合
の
被
害
は
会
員
の
責
任
と
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
暗
証
番
号
は

他
人
に
安
易
に
想
像
さ
れ
な
い
番
号
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
使
用
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
を
カ
ー

ド
で
支
払
う
場
合
は
、
安
全
対
策
を
確

認
し
、
申
込
書
面
を

保
存
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に

ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
扱
う
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

�
��

�

エコルマホール主催公演�

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から
午後５時まで（電話予約でも取り扱っています） 。チケットぴあ、
ミュージックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売場
でもチケットを取り扱っています。

好評発売中

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

■岸田今日子＆荘村清志～ギターと朗読の庭～
　舞台、テレビで大活躍
の名優・岸田今日子、そ
して日本ギター界の第一
人者・荘村清志の息の
合った二人が、朗読とギ
ターの名曲でつづる素敵
な夢の世界をお贈りしま
す。
３月６日�　午後４時開演
全席指定　３,５００円
※未就学児は遠慮ください。　

■雅楽・管絃と舞楽～悠久の響き～
　千年の時を越え、伝承さ
れている優雅な調べ「雅楽」
の実演に接した方は少ない

ことでしょう。
音が蜃気楼のよ
うに立ち上がり、
身体全体を優し
く包み込む感覚、実演でしか体験できない悠
久の響きをお楽しみください。
３月２７日�　午後４時開演
全席指定　４,０００円
※未就学児は遠慮ください。　

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
３
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

１６

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
乳
幼
児

親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込

３０

み
〕
１
日
�
か
ら

■
折
り
紙
教
室　

▽
「
小
物
入
れ

作
り
」〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後

１４

３
時
〜
４
時　

分
▽
「
ア
ン
パ
ン

３０

マ
ン
を
作
ろ
う
」〔
日
時
〕　

日
�

２８

午
後
３
時
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕

３０

小
学
生
〔
定
員
〕
先
着
各　

人
１５

■
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　
〔
日
時
〕
３
月

　

日
�
〔
場
所
〕
横
浜
こ
ど
も
の

２９国
〔
対
象
〕
小
学
校
１
〜
６
年
生

〔
内
容
〕
野
外
炊
飯
な
ど
〔
費
用
〕

１
�
８
０
０
円
〔
定
員
〕
先
着　
４０

人
〔
申
し
込
み
〕
１
日
�
〜　

日
１２

�■
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３　

平

成　

年
度
の
申
し
込
み
が
始
ま
り

１７
ま
す
〔
対
象
年
齢
お
よ
び
曜
日
〕

▽
０
歳
児
隔
週
火
曜
日
▽
１
歳
児

隔
週
木
曜
日
▽
２
・
３
歳
児
隔
週

金
曜
日
そ
れ
ぞ
れ
午
前
中　

分
程

４５

度
〔
申
し
込
み
〕
年
間
活
動
費
９

０
０
円
を
持
参
の
う
え
、
窓
口
へ
。

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
遊
び
方
」

　
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時

１２

１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼

３０

１１

３０

児
保
護
者
（
２
歳
以
上
保
育
可
）

〔
定
員
〕　

組
〔
講
師
〕
中
川
信

２０

子
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）〔
申
し
込

み
〕
１
日
�
か
ら

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
３
月　

日
１５

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち
物
〕

着
替
え
・
タ
オ
ル

等
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